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令和４年度 第１回 国立大学法人北海道大学経営協議会議事要旨 

 

 

日 時  令和４年６月９日（木）10:00～11:59 

場 所  事務局 大会議室（一部委員は WEB出席） 

出席者  19名 

（学外） 浅香、五十嵐、池山、小坂（11:29 退室）、サコ、杉江、土屋、松沢、

三輪、渡辺 各委員 

（学内） 寳金、山口、横田、増田、山本、菅原、行松、梅原、渥美 各委員 

欠席者  ３名 

（学外） 河合、真弓 各委員 

（学内） 吉見 委員 

 

（オブザーバー） 

髙橋監事 

 

議   事 

 

議事に先立ち、新任の委員について紹介があった後、令和３年度第６回経営協議

会の議事要旨について確認があった。 

 

 

【 議 題 】 

１ 総長選考・監察会議委員の選出について 

総長から、資料１に基づき、経営協議会選出の総長選考・監察会議委員４名が

本年３月末日で任期満了となったことから、後任の委員を選出する必要がある

旨説明があり、全出席委員による投票により選出することが了承された。 

引き続き総長から、投票立会人を髙橋監事に依頼し、得票同数の場合の委員の

決定方法及び補欠委員の選出等について説明があった後、投票を行った。 

投票の結果、総長選考・監察会議委員として五十嵐委員、河合委員、杉江委員、

松沢委員が、補欠委員としてサコ委員（次点）及び小坂委員（次々点）がそれぞ

れ選出された。 

 

２ 第４期中期目標・中期計画における意欲的な評価指標の指定について 

総長から、資料５、６に基づき、国立大学法人の第４期中期目標・中期計画に

設定された評価指標のうち、文部科学省国立大学法人評価委員会が指定する「意

欲的な評価指標」として、本学から申請する指標について説明があり、審議した
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結果了承された。 

引き続き総長から、今後、軽微な修正については総長に一任願いたい旨発言が

あり、了承された。 

 

（主な意見） 

 ・一般的な表現ではなく、より意欲や北海道大学らしさが伝わる、インパクトを

与える表現を用いることで、取組みの幅の拡大や成果につながるのではない

か。 

 ・経済安全保障が非常に重要になってきている中、北海道のポテンシャルが非常

に高いエネルギー、木材、食料分野を伸ばしていくことが北海道の地域課題の

解決、ひいては日本、世界の利益となるため、指標①－２（２）及び指標㉖－

３（２）の理由部分については、そのような表現を入れておくべきと考える。 

 ・フロンティア入試の選抜方法について、評価をしっかりと行ったうえで今後の

拡大の是非や領域等について検討いただきたい。 

 ・指標①－２（２）の理由部分について、今後世界人口が増え、寿命も延びて食

糧確保が大きな課題となるため、食料安全保障というキーワードを入れるの

がよいのではないか。 

 ・指標②－１（１）及び（２）について、世界的に活躍できる大局観、専門以外

を学び続けること、エビデンスに基づき論理的に人を説得できるスキルなど

も記載すると良いのではないか。また、そのために大学としてカリキュラムを

組むことを検討してほしい。 

 ・SDGs については、北海道大学の研究が政府をリードするという気概で取り組

んでいただきたい。 

 

３ 令和３事業年度決算について 

総長から、資料７、８に基づき、令和３事業年度の財務諸表の案について説明

があり、審議した結果了承された。 

引き続き総長から、今後、軽微な修正については総長に一任願いたい旨発言が

あり、了承された。 

 

４ 第３期中期目標期間終了時評価について 

総長から、資料９～12 に基づき、「第３期中期目標期間に係る業務の実績に

関する報告書」及び「中期目標の達成状況報告書」の案について説明があり、審

議した結果了承された。 

引き続き総長から、今後、軽微な修正については総長に一任願いたい旨発言が

あり、了承された。 

 

５ 令和５年度概算要求施設整備事業について 

総長から、資料 13に基づき、令和５年度概算要求施設整備事業の案について
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説明があり、審議した結果了承された。 

引き続き総長から、順位付けについては役員会に一任いただきたい旨発言が

あり、了承された。 

 

 

【 報告事項 】 

１ 第４期中期目標・中期計画及び中期計画実行計画について 

総長から、資料２～４に基づき、第４期中期目標・中期計画及び同計画の６年

間のロードマップについて報告があった。 

引き続き総長から、実行計画については各取組の進捗状況等に応じて記載内

容を見直していく予定である旨説明があった。 

 

２ 令和３年度実施大学機関別認証評価 評価結果について 

総長から、資料 14に基づき、大学改革支援・学位授与機構による認証評価の

評価結果について報告があった。 

  

３ 令和３年度資金の運用状況について 

総長から、資料 15に基づき、令和３年度における資金の運用状況について報

告があった。 

 

 

【 意見交換 】 

１ 10兆円ファンドと総合振興パッケージについて 

「10兆円ファンドと総合振興パッケージ」をテーマに、総長から資料 16に基

づき説明があった後、種々意見交換が行われた。 

 

（主な意見） 

 ・特例による資金の自由度があり、また卒業生としての名誉や誇りといった観点

から、指定国立大学法人は目指すべきと考える。 

 ・10兆円ファンド大学については、資金運用のリスクはあるが、認定されなかっ

た場合でも総合振興パッケージによる資金獲得のチャンスがあることから、

目指すべきと考える。 

 ・指定国立大学法人になると北海道大学の独創性や独自性が出せなくなる可能

性があると考えるため、北海道で独創的に活動しながら、世界に直接挑戦する

ほうがよいのではないか。 

 ・指定国立大学法人が同じような大学ばかりだと日本にとっても損失が大きい。

地域に根差したかたちで、地域が大事であると日本全体に主張しながら、指定

国立大学法人を目指していただきたい。 

 ・10 兆円ファンド大学については、北海道大学の目指す方向性と異なる流れに
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なる可能性があることから、様子を見て申請について検討したほうがよい。 

 ・指定国立大学法人の申請要件を満たすことを目指した結果、特許権実施等収入

割合が上がり、実力が付いてきたので、申請要件を満たすとなった場合は申請

すべきではないか。 

 ・10 兆円ファンドについては、資金を有効利用できる力が大学についているの

か注視したうえで申請を検討するのがよいと思う。 

 ・指定国立大学法人、10 兆円ファンド大学ともに、北海道大学の研究力は申請

条件に至っていないため、戦略的な研究力向上が最も重要と考える。 

 ・10 兆円ファンド大学を目指すにあたり、国際卓越研究大学の認定要件を活か

すような形で具体的なロードマップを作成すべきと考える。 

 ・地元北海道との協働には大いに賛成する。北海道大学が北海道全体の将来構想

を作り、さまざまな人々と議論することで、しっかりした実行戦略ができるの

ではないか。 

 ・申請要件を満たすための努力は無駄にならないので、申請要件を満たした場合

は指定国立大学法人に申請し、そのうえで 10兆円ファンド大学を目指すこと

が重要と考える。 

 ・まずは研究力低下の原因をしっかり見極めることが重要であり、その後にはじ

めて研究力強化の議論が可能となる。 

 ・トップ大学を目指すことによる様々な負担を覚悟のうえで上を目指すのか、あ

るいは北海道大学らしさを追求して実質的競争力をあげていくのかという点

が重要と考える。 

 ・地域課題をイノベーションに変えていくという意味では、北海道は地の利があ

るので、地域のニーズを起点とした取組み等により大学の力を上げていくの

が重要と考える。 

 ・現在、デジタル人材の育成が急務と言われている。オール九州で半導体の人材

育成を行っているように、北海道ならではの人材育成として、データサイエン

ス分野に注目している。 

 ・社会との連携について、北海道大学がこれまで努力してきた成果が出てきてい

ると思うので、頑張ってきた職員や研究者のためにも指定国立大学法人は目

指していただきたい。 

 ・何をやるかだけではなく、何故やるか、が大切。大学、地域、日本の課題を洗

い出し、原因を追究した上で、大学として何をするという論陣を地域・行政・

企業と共有すると、行動に納得感が生まれる。経営陣が構成員をその気にさせ

ていくことも必要だ。 

・企業との協力の面では、北海道に大企業が少ないことにどう対応するかが大

きな問題だと考える。 

・指定国立大学法人は想定よりもメリットが少なく、10 兆円ファンドも、申請

にかかる労力に引き換え得られるものは少ないと思われるため、これを目指

すかどうかは慎重に判断しなければならない。 
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 ・指定国立大学法人や 10兆円ファンドといった枠組みにこだわって労力を費や

すよりも、北海道大学が北海道の中心となって他大学と連携し、北海道を人材

が定着するような魅力ある地域にする等、中身の充実に力を入れていくべき

だと思う。 

 ・官学連携については、公共政策大学院をうまく活用できるのではないか。 

 

 

（ 以 上 ） 


